
（別紙様式２）環境のための地球規模の学習及び観測プログラム（グローブ）推進事業研究成果報告書 

 
学     校     名 

愛媛県立宇和島水産高等学校 

問い合わせ先 

電話番号（0895）22－6575 

E-mail  uwjf-hof＠esnet.ed.jp 

 
Ⅰ 学校の概要 

 

 １ 児童生徒数，学級数，教職員数 

（１）生徒数        171名 

（２）学級数  ３学科 ３クラス 

（３）教職員数       72名 

    （平成29年２月現在）  

 
 ２ 地域の概況 

本校の立地する愛媛県の南予地方は、リアス式

海岸を生かし、マダイやブリ等の魚類養殖、真珠

母貝養殖・真珠養殖が盛んであり、稚魚・餌料供

給、資材供給などの関連産業も発達している。真

珠養殖は全国でも有数の産地であり、マダイ養殖

では日本一の生産量を誇っている。また、ちりめ

ん漁やまき網漁業等も盛んであり、地形の特徴を

生かした水産業を基盤とした地域である。 

さらに、海岸域や内陸部の段丘面では、柑橘類

の栽培が盛んである。 

したがって、本地域は、農業も含め第一次産業

が地域経済に大きな役割を果たしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   宇和島市下波の魚類養殖場の風景 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

宇和島市遊子 段畑 

 

３ 環境教育の全体計画等 

（１）GLOBE測定項目（水質）継続的な観測 

（２）宇和海における養殖漁場環境の評価と地域へ

の情報発信 

（３）生物学的視点からの海洋観測及び水質測定 

    

Ⅱ 研究主題 

「宇和海における海洋環境保全のためのGLOBE活

動の推進」～宇和海の環境保全と水産業発展の

ための取組～ 

 

Ⅲ 研究の概要 

 １ 研究のねらい 

本校地先に広がる宇和海は魚類養殖、真珠母貝

養殖・真珠養殖等の養殖漁業が発達している一方

で、養殖業の発展に伴い漁場環境の悪化が危惧さ

れている。従って、養殖業を持続的・安定的に行

うためには、環境改善の保全と環境をモニタニン

グすることが必要不可欠である。  
そこで本校では、継続的に宇和海の海洋観測と

水質調査を行い、宇和海の自然環境について考え、

自然の大切さや環境問題を理解し、将来、地域に

おける環境保全型養殖のリーダーとなる人材を育

成するために研究主題を設定した。  
さらに、GLOBE 活動に参加することにより、

宇和海はもとより、世界規模で環境問題を考えら

れる視野を身に付けさせるとともに、環境問題へ

の興味・関心の喚起を図りながら調査・研究を実

践することを目的とした。  

 

２ 校内の研究推進体制 

（１）研究推進体制 

環境やエネルギー教育を推進するため、教員

で組織する「エネルギー・環境教育推進委員会」

を設置している。委員会は、校長、教頭、推進

委員長、水産科（３科に各１名）、普通科（理

科教員）、水産クラブ担当（１名）、事務課（１

名）の計９名である。なお、本研究は水産増殖

科が中心となって活動を展開・実践した。  
（２）観測体制 

① 観測分野 

GLOBE観測分野の「水質」を測定した。 

② 観測地点 

観測は、本校敷地内の船舶係留用浮き桟橋

「学校浮き桟橋」(School Pier)（１年生）、

小型実習船で15分程度の距離にある本校の実

習用生簀「坂下津生簀」(Sakashizu Pier)（２

年生）の２か所の海域を定点とした。 
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③ 観測項目 

以下の７項目を観測した。 

ア 気温    イ 水温 

ウ 天候(雲量)  エ 比重(塩分濃度) 

オ 透明度   カ ｐＨ  

キ 溶存酸素量（DO） 

④ 観測回数及び観測者 

観測回数及び観測者については、「学校

浮き桟橋」は、水産増殖科１年生が週に２

回（月、木）、「坂下津生簀」は、水産増

殖科２年生が週３回（月、水、金）の観測

を目安に行った。また、観測は、各クラス

の生徒全員が輪番で行った。これらは、平

成22年９月から継続的に実施しており、平

成29年３月６日までの実施回数は「学校浮

き桟橋」は440回、「坂下津生簀」は590回、

２定点の合計は1030回であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑤ 観測時間 

 学校浮き桟橋では昼休み（日本時間

13:00）に、坂下津生簀は放課後（日本時

間16:00）に観測を実施した。なお、坂下

津生簀では、生簀内で養殖している魚類

（マダイ）の飼育管理も同時に行い、飼料

は、環境に配慮した飼料（多孔質ペレット）

を給餌した。 

（３）観測機器などの設置状況 

    観測は、以下の機器と方法で実施した。 

①気温・水温・・・・棒状水銀温度計  

②天候（雲量）・・・目視 

③比重（塩分濃度）・赤沼式比重計 

④透明度・・・・・・透明度板 

⑤ｐＨ・・・・・・・pHメーター 

⑥溶存酸素量（DO）・DOメーター 

   

棒 

 

 

 

 

 

       

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 研究内容 

（１）グローブの教育課程への位置付け 

GLOBEの活動は、教科「水産」における教育

課程と密接な関係にある。特に、水産増殖科の

教育課程の中にその概念や活動は含まれてい

る。科目との関連が深いものを表１に示した。 

また、活動の評価は、科目として評価し、１

年生は、科目「水産海洋基礎」、２年生では科

目「総合実習」において活動を評価した。 

 

  

 
     

 

 

 

 

 

 

（２）グローブを活用した教育実践 

科目 １年 ２年 ３年 

水産海洋基礎 ◎ 
  

資源増殖 ○ ○ ○ 

海洋生物 ○ ○ ○ 

海洋環境 
 

◎ ◎ 

総合実習 
 

◎ ◎ 

課題研究     ◎ 

 
◎主科目  ○関連科目 

観測地点「坂下津生簀」 

観測地点「学校浮き桟橋」 

赤沼式比重計 

pH メーター DO メーター 

透明度版 

棒状水銀温度計 

「学校浮き桟橋」での観測の様子 「坂下津生簀」での観測の様子 

表 1．GLOBE 活動における教育課程との関連 
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    GLOBE活動を通して、教科「水産」における

環境分野の教育を深化させるため、GLOBEを活

用した教育の実践法について検討し、以下にま

とめた。 

① 「坂下津生簀」における漁場環境の評価 

学校の養殖実習施設である「坂下津生簀」

での観測を通して、地球環境や自然、命の大

切さについて、幅広い視野で考察できる力と、

時代の変化に対応した水産業に関する知識と

技術を育成することを目的とした。 

そのため、日々のGLOBE観測項目に加え、

水産増殖科の２・３年生が科目「総合実習」

や「海洋環境」、「課題研究」及び放課後に

おいて表２の項目を追加して海洋観測を実施

し、得られたデータから水産用水基準に基づ

き、漁場環境を評価する。観測項目と方法を

表２にまとめた。 

 

 

 

 

 

ア 海水中のCOD測定 

海水中のCOD測定は、北原式採水器を用い

て表層、５ｍ、及び10ｍ層の海水を採水し、

ポリ容器に収容して実験室に持ち帰った。

測定は、アルカリ性過マンガン酸カリウム

－ヨウ素滴定法で行った。 

 

イ 泥中の硫化水素量測定 

泥中の硫化水素測定は、エクマンバージ

採泥器を用いて海底の泥を採集し、ポリ容

器に収容して実験室に持ち帰った。測定は、

泥を電子天秤で正確に計り取り、少量の蒸

留水でガラス製ガス発生装置の中に洗い

入れた。その後、９mol/L（18規定）の硫

酸２ｍLを添加し、発生した硫化水素量を

検知管により測定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ クロロフィル量の測定 

北原式採水器で採水した表層水１Lに炭

酸マグネシウム溶液（MgCO3）を1mL添加し、

フェオフィチン化を防止後、実験室にてガ

ラス繊維濾紙（GA-100,ADVANTEC社）を用

いて吸引ろ過を行った。その後、アセトン

抽出・吸光度法によりクロロフィル量を測

定した。 

 

   

 

 

    

   
 

 

 

 

 

 

 

     

② 生物学的視点からの海洋観測及び水質観測 

ア 来村川の水生生物による水質調査 

水生生物による水質調査は、宇和島市の

住宅部に位置する三島橋周辺と渓谷部の薬

師谷川の岩戸橋周辺を定点とし、本年度は

10月20日に測定した。調査人数は、10名前

後、採集時間は、約30分とした。平成10年

度から実施し、本年度で19回目である。観

測したデータを表３、表４にまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

測定項目 測定方法

海中のCOD ｱﾙｶﾘ性過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑ-ﾖｳ素滴定法

泥中の硫化水素 検知管法

クロロフィル量 ｱｾﾄﾝ抽出・吸光度法

細菌数 ﾐｽﾗ法

大腸菌群数 MPN法

表２．漁場環境評価のための測定項目と方法

表３．水生生物による水質調査 調査場所（来村川 三島橋周辺） 

表４．水生生物による水質調査 調査場所（薬師谷川 岩戸橋周辺）  

試水の吸引ろ過 ろ紙のホモジナイズ 

アセトンでの色素抽出 吸光度の測定 

泥のろ過      検知管による硫化水素量測定 
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H11 ○ ● ○ ○ Ⅱ
H12 ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ Ⅱ
H13 ○ ○ ● ● ○ ○ Ⅱ
H14 ○ ● ● ○ ○ Ⅱ
H15 ● ○ ○ ○ Ⅱ
H16 ● ○ ● ○ ○ ○ ○ Ⅲ
H17 ● ○ ● ○ ● ○ ○ ○ Ⅱ
H18 ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ Ⅱ
H19 ● ● ○ ○ Ⅱ
H20 ● ● ● Ⅱ
H21 ○ ● ○ ○ ○ ● Ⅲ
H22 ● ● ○ ○ ○ Ⅱ
H23 ○ ● ○ ○ ● Ⅱ
H24 ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ Ⅱ
H25 ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ Ⅱ
H26 ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ Ⅱ
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H10 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ Ⅰ
H11 ● ○ ○ Ⅰ
H12 ● ○ ○ ○ Ⅰ
H13 ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ Ⅰ
H14 ● ○ ○ ○ Ⅰ
H15 ● ○ ○ Ⅰ
H16 ● ○ ● ○ Ⅰ
H17 ● ○ ○ ○ ● ○ Ⅰ
H18 ● ● Ⅰ
H19 ● ○ ● ● ○ Ⅰ
H20 ● ○ ● Ⅰ
H21 ● ● ● ○ ○ ○ Ⅰ
H22 ● ○ ○ ○ ● ○ Ⅰ
H23 ● ○ ● ○ Ⅰ
H24 ● ○ ○ ● Ⅰ
H25 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ Ⅰ
H26 ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ Ⅰ
H27 ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ Ⅰ
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イ 来村川河口干潟域における生物調査 

干潟の生物相を調査することにより、干潟

の重要性と浄化能力について考察した。 

調査場所は、愛媛県宇和島市を流れる来村

川河口域とした。 

生物採集にはスコップ、素手及びタモ網を

使用した。また、魚類や甲殻類、鳥類など

の重要な餌であり、環境指標生物として注

目されている多毛類についても調査を行っ

た。採集した生物は図鑑を用いて同定・分

類後、元の場所へ再放流した。種数の豊富

な多毛類は実験室に持ち帰り、顕微鏡を用

いて種同定を行った。 

採集した生物の中には、愛媛県レッドデー

タブックに記載されている甲殻類等、沢山

の水生生物を確認することができた。さら

に、平成27年度の調査では、希少種である

マキトラノオガニの生息をはじめて確認す

ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ウ 宇和海におけるアサリ資源量と水質調査 

   水産重要資源であるアサリについて、宇

和海における資源量と水質調査を行った。

調査は宇和島市三浦２地点（天満、小学校

前）、並びに本校近郊を流れる２河川（来

村川、須賀川）の計４地点で行った。また、

資源量調査と同時に生息環境の水質、底質

等も分析することによって、環境について

科学的に考察した。さらに、調査地点のう

ち３地点では採苗器を用いて稚貝の資源量

についても調査を行った。調査期間は平成

27 年６月～10 月とした。 

アサリの資源量と底質、クロロフィル a

量の分析結果を表５、図１にまとめた。また、

三浦天満ではツメタガイに捕食されたと思

われるアサリの貝殻も複数個体確認された。

さらに、各調査地点ではアサリの捕食者であ

るエイの生息も確認することができた。 

そこで平成 28 年度では、愛媛県水産研究

センターや漁業協同組合等と連携し、アサリ

の生育調査や資源保護のために被せ網の設

置等を行った。 

これらの結果は、三浦天満地区を管轄し

ている三浦漁業協同組合において、漁協役員

及び漁業者を対象に報告会を行った。 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水質判定の様子       確認された水生昆虫 

マキトラノオガニ 

 
生物採集の様子 

 

表５.アサリ資源量と底質、クロロフィル a 
の関係 

図１.採苗器によって採取された稚貝 

稚貝を採取するための採苗器     被せ網設置 

アサリ生育調査        漁協での成果発表の様子 

多毛類の同定、スケッチの様子    ヤマトカワゴカイ 

 

アサリの天敵であるツメタガイ     ツメタガイによる穿孔 

生物採集の様子（左：来村川 右：薬師谷川） 



（別紙様式２）環境のための地球規模の学習及び観測プログラム（グローブ）推進事業研究成果報告書 

Ⅳ 研究の成果と課題 

研究の成果として、以下にまとめた。 

GLOBE観測分野における「水質」の観測地点を

２か所の定点とし、継続的に測定した。２定点の

測定回数の合計は、1030回であった。 

これまでの継続的な観測結果のまとめから、２

定点において海水温が徐々に上昇している傾向が

確認され、地球温暖化等の環境変化を身近な現象

として捉えることができた。また、定点の「坂下

津生簀」の漁場環境を水産用水基準から評価を行

った。このような環境観測を継続的に行うことに

より、生徒は自然環境や環境分野に対しての興

味・関心を喚起し、化学の基礎についての知識や

理解の深化、並びに技術の習得が図られた。 

さらには、宇和海の生物資源量とその水域環境

との関係を科学的に評価するとともに、地域へ情

報発信を行うことにより地元水産業へ貢献するこ

とができた。これらの活動から生徒は宇和海の環

境をより身近に感じ、地元の海が抱えている問題

を更に深く理解するようになった。また、研究成

果の一部は校内をはじめ、地域の方々や県外でも

発表することによって、生徒の視野の拡大につな

がり、世界的な規模で環境をみつめる基礎を築く

ことができた。 

今後は、GLOBE活動で得た知見や測定データを

もとに、地域住民への環境に対する啓発活動を行

うことで、地域全体での環境保全活動につながる

よう貢献していきたい。さらに、測定したデータ

を水産養殖業に活用することで、地域の水産業の

発展にも貢献したいと考えている。 

 

Ⅴ 今後の展望 

 宇和海の自然環境や、環境問題を理解し、将来、

地域における環境保全型養殖のリーダーとなり得

る力を身に付けさせるために、さらには、世界規模

で環境問題を考えられる視野を身に付けさせるた

め、以下のような実践及び研究を今後の目標とした

い。 

１ 海洋観測の継続的な実施  

（１） GLOBEの定点観測  

（２）宇和海の海洋観測  

２ 持続的養殖生産確保法に対応した環境保全

型養殖の研究及び実践  

（１）坂下津生簀の漁場環境の評価  

（２）養殖場における漁場環境の評価  

３ 海洋観測データの活用及び応用  

（１）地域の水産養殖業への活用  

（２）宇和海の環境保全分野への活用  

（３）漁業者ネットワーク等への情報の提供  

４ 生物学的視点からみた環境教育の実践  

（１）水生生物採集を通した水質調査による環

境モニタリング  

（２）地球温暖化と宇和海生物相の推移  
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